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副
会
長 

佐
藤 

薫 

 

私
は
昨
年
度
ま
で
理
事
と
し
て
支

部
会
議
に
出
席
し
て
お
り
ま
し
た
。
今

年
度
は
副
会
長
と
し
て
お
世
話
に
な

り
ま
す
。 

実
は
私
は
他
の
副
会
長
と
は
違
い

大
宮
班
の
会
長
も
務
め
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
大
宮
班
の
藍
川
前
会

長
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
よ
る
も
の
で
、
支

部
と
班
と
の
連
絡
、
調
整
を
円
滑
に

行
え
る
よ
う
に
と
の
配
慮
か
ら
で

す
。
そ
の
結
果
、
確
か
に
仕
事
量
は

増
え
ま
し
た
が
、
間
に
人
を
経
る
こ

と
な
く
事
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
て

い
ま
す
。 

今
は
支
部
の
運
営
に
つ
い
て
少
し

ず
つ
理
解
を
深
め
て
い
る
段
階
で
す
。 

さ
て
、
支
部
の
役
割
は
何
か
を
私

な
り
に
考
え
て
み
ま
し
た
。 

そ
れ
は
支
部
の
傘
下
に
あ
る
四
つ

の
班
の
活
動
を
よ
り
一
層
活
発
に
す

る
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

現
役
の
校
長
は
全
市
が
異
動
対
象

と
な
っ
て
お
り
、
否
応
な
く
旧
市
間

の
交
流
が
あ
り
ま
す
が
、
退
職
校
長

会
で
は
依
然
と
し
て
班
の
活
動
が
中

心
で
す
。「
交
流
だ
よ
り
」
等
で
他
班

の
活
動
を
紹
介
し
、
参
加
を
促
し
て

い
ま
す
が
、
ま
だ
交
流
が
少
な
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

四
つ
の
班
の
交
流
が
さ
ら
に
促
さ

れ
る
た
め
に
、
ま
と
め
役
と
し
て
の

支
部
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。 た

と
え
ば
、
各
班
の
事
業
の
予
告

と
そ
の
報
告
を
掲
載
す
る
「
交
流
だ

よ
り
」
に
加
え
て
、
各
班
が
実
施
し

て
い
る
事
業
の
実
務
担
当
者
の
情
報

交
換
の
場
を
作
る
の
も
、
そ
の
一
つ

だ
と
思
い
ま
す
。 

数
年
置
き
に
開
催
し
、
各
行
事
の

目
的
、
会
場
、
講
師
、
運
営
方
法
な

ど
の
ア
イ
デ
ア
や
逆
に
苦
労
な
ど
を

情
報
交
換
し
て
班
の
行
事
に
生
か
す

こ
と
が
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。 

最
後
に
各
班
の
益
々
の
発
展
を

祈
念
し
て
あ
い
さ
つ
と
し
ま
す
。 

 

      

  
 
 

       
 

       
 

     

―佐藤 薫 副会長 ― 

発行責任者 
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令
和
七
年
十
一
月
二
十
一
日
（
金
）

市
民
会
館
お
お
み
や
に
て
、
現
職
校

長
四
十
六
名
、
退
職
校
長
四
十
六
名

の
参
加
を
得
て
開
催
さ
れ
た
。
ご
来

賓
に
、
さ
い
た
ま
市
教
育
委
員
会
学

校
教
育
部
参
事 

寺
内 

啓
容 

様
、

埼
玉
県
退
職
校
長
会
会
長 

新
井 

俊
一 

様
を
お
迎
え
し
た
。 

一 

開
会
行
事 

 

並
木
事
務
局
長
の
司
会
進
行
、
中

学
校
長
会 

玉
崎
会
長
の
開
会
の
言

葉
に
て
協
議
会
が
開
催
さ
れ
た
。 

【
主
催
者
あ
い
さ
つ
】
髙
取 

会
長 

刻
々
と
変
わ
る
社
会
情
勢
に
伴

う
多
岐
に
わ
た
る
教
育
課
題
に
対
し
、

県
退
職
校
長
会
で
は
今
年
度
に
取
り

組
む
活
動
の
一
つ
と
し
て
「
彩
の
国

教
育
の
日
に
関
わ
る
諸
活
動
の
充
実
」

を
目
指
す
こ
と
、
ま
た
、
本
市
で
も

「Well-being(

幸
せ)

を
保
障
す
る

教
育
」
の
実
現
を
目
指
す
こ
と
を
掲

げ
て
い
る
。
私
共
、
教
育
に
携
わ
る

者
が
皆
等
し
く
共
有
し
て
い
る
の
は
、

個
々
の
子
ど
も
達
の
健
や
か
な
成
長

と
幸
せ
な
未
来
へ
の
願
い
で
あ
り
、

そ
の
た
め
の
学
校
経
営
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ク
ー
ル
、
生
涯
学
習
、
社
会

貢
献
で
あ
る
。
本
日
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
か
ら
の
実
践
を
基
に
、
実
の

あ
る
協
議
会
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
と

楽
し
み
に
し
て
い
る
。 

【
来
賓
あ
い
さ
つ
】 

寺
内 

学
校
教
育
部
参
事 

本
市
の
教
育
に
つ
い
て
情
報
を

提
供
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
七
月
末
に

公
表
さ
れ
た
全
国
学
力
学
習
状
況
調

査
の
結
果
で
は
、
全
て
の
科
目
に
お

い
て
全
国
の
平
均
正
答
率
を
二
．
七

～
十
二
．
〇
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ
て
お

り
、
学
力
に
つ
い
て
引
き
続
き
良
好

な
状
況
に
あ
る
。
ま
た
、
生
活
習
慣

や
学
習
環
境
に
関
す
る
調
査
で
は
、

困
り
ご
と
や
不
安
が
あ
る
と
き
に
、

先
生
や
大
人
に
い
つ
で
も
相
談
で
き

る
と
い
う
回
答
が
、
全
国
よ
り
十
ポ

イ
ン
ト
以
上
上
回
り
、
本
市
の
学
校

教
育
が
学
校
と
児
童
生
徒
の
信
頼
関

係
に
支
え
ら
れ
、
温
か
い
環
境
の
も

と
に
行
わ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。 

文
化
・
運
動
面
で
は
、
全
日
本
吹

奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会
で
土
屋

中
学
校
が
金
賞
、
東
日
本
学
校
吹
奏

楽
大
会
で
大
宮
南
中
学
校
、
大
宮
南

小
学
校
が
金
賞
、
つ
ば
さ
小
学
校
が

銀
賞
を
受
賞
し
た
。
全
国
中
学
校
体

育
大
会
で
は
、個
人
種
目
に
お
い
て
、

田
島
中
学
校
の
柔
道
部
が
第
三
位
、

片
柳
中
学
校
の
陸
上
競
技
部
・
男
子

棒
高
跳
び
が
全
国
優
勝
、
準
優
勝
に

輝
い
た
。
団
体
種
目
で
は
、
埼
玉
県

駅
伝
競
走
大
会
に
お
い
て
、
美
園
南

中
学
校
の
男
子
駅
伝
部
、
常
盤
中
学

校
の
女
子
駅
伝
部
が
三
位
に
な
り
、

関
東
大
会
へ
の
出
場
を
決
め
た
。
こ

れ
ら
の
成
果
は
、
こ
れ
ま
で
の
伝
統

の
上
に
、
現
職
の
校
長
先
生
方
の
確

か
な
教
育
実
践
が
積
み
重
ね
ら
れ
て

い
る
お
蔭
と
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。 

【
来
賓
あ
い
さ
つ
】 

新
井 

県
退
職
校
長
会
会
長 

県
内
各
地
区
の
協
議
会
に
お
け

る
退
職
校
長
の
発
表
内
容
は
バ
ラ
エ

テ
ィ
に
富
ん
で
い
る
。
共
通
す
る
の

は
、
自
分
で
見
つ
け
て
、
創
っ
て
、

深
め
て
、
み
ん
な
で
分
か
ち
合
っ
て

い
る
点
で
あ
る
。
退
職
後
も
学
力
な

ら
ぬ
〝
楽
力
〟
を
発
揮
し
て
お
り
、

元
気
を
い
た
だ
け
る
。
本
日
の
発
表

も
楽
し
み
に
し
て
い
る
。 

二 

研
究
発
表
・
研
究
協
議 

 

研
究
部 

染
谷
、
柴
﨑
両
幹
事
に

よ
り
進
行
さ
れ
る
。（
以
下
後
述
） 

三 

閉
会
行
事 

小
学
校
校
長
会 

永
山
会
長
の
閉

会
の
言
葉
に
て
、
協
議
会
を
終
了
と

し
た
。 

 
 

（
文
責 

豊
島 

登
） 

 

令
和
七
年
度
さ
い
た
ま
市 

現
職
・
退
職
校
長
教
育 

推
進
研
究
協
議
会
概
要 
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「
学
校
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
に 

向
け
た
活
力
あ
る
組
織
づ
く
り
と 

学
校
運
営
『
元
気
い
っ
ぱ
い
、
笑
顔

い
っ
ぱ
い
』
の
学
校
を
め
ざ
し
て
」 

 
 
 

中
島
小
学
校 

 
 

校
長 

高
橋 
周
一 

一 

は
じ
め
に 

〇
活
力
あ
る
学
校
組
織
と
は 

①
教
職
員
の
笑
顔
（
生
き
生
き
と

や
り
が
い
を
も
っ
て
教
職
員
が
働
い

て
い
る
）、
②
保
護
者
・
地
域
の
笑
顔

（
学
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
地
域
の
関
係
性

が
良
好
で
連
携
で
き
て
い
る
）、③
児

童
の
笑
顔
（
教
育
環
境
が
健
全
・
良

好
で
児
童
が
安
心
し
て
学
校
生
活
を

送
っ
て
い
る
）。こ
の
三
つ
の
笑
顔
の

ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
よ
り
、
人
と
の
つ

な
が
り
・
交
流
・
協
働
・
多
様
性
が

生
ま
れ
、
学
校
組
織
全
体
の
活
性
化

に
繋
が
る
と
捉
え
て
い
る
。 

二 

教
職
員
の
元
気
・
笑
顔
が
起
点 

 
 

①
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
十
一
時
間
、

ノ
ー
会
議
デ
ー
の
推
進
。
個
に 

応
じ
た
働
き
方
を
可
能
と
す
る

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
改

善
で
組
織
活
性
化
。 

②
授
業
時
数
等
の
削
減
、教
育
活
動
・

行
事
等
の
精
選
。
空
き
時
間
の
確

保
や
教
育
活
動
の
見
直
し
・
集
約

に
よ
る
業
務
負
担
軽
減
。
職
員
間

の
合
意
形
成
に
も
留
意
。 

③
組
織
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
整
備
、
効

率
化
。
子
育
て
や
介
護
と
の
両
立
、

若
手
教
員
の
増
加
を
踏
ま
え
た

補
教
・
補
充
。
生
徒
指
導
事
案
等

の
早
期
対
応
と
役
割
分
担
。
急
な

担
任
不
在
や
、
若
手
サ
ポ
ー
ト
を

想
定
し
た
体
制
づ
く
り
。
「
一
ビ

ル
ド
・
一
ス
ク
ラ
ッ
プ
」
の
原
則
。 

三 

保
護
者
・
地
域
と
の
連
携
、 

協
働
活
動
の
推
進 

①
「
あ
い
さ
つ
運
動
・
あ
い
さ
つ
通

り
」
の
取
組
。
学
校
運
営
協
議
会
、

育
成
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
連
名
で
横
断

幕
を
作
成
し
、
通
学
路
の
複
数
個

所
に
「
あ
い
さ
つ
通
り
」
の
横
断

幕
を
掲
示
し
た
。
学
校
に
関
わ
る

全
て
の
人
が
学
校
外
で
も
あ
い

さ
つ
を
交
わ
す
運
動
を
推
進
し

て
い
る
。 

②
保
護
者
・
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

募
集
。
防
犯
・
学
習
支
援
・
図
書
・

飼
育
・
除
草
な
ど
様
々
な
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
、
教
職
員
の
負

担
軽
減
や
持
続
可
能
な
教
育
環

境
整
備
の
協
力
を
依
頼
し
、
児
童

が
安
心
し
て
学
べ
る
よ
う
支
援

を
求
め
た
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
育
成
会
と

の
つ
な
が
り
は
、
児
童
の
居
場
所

が
広
が
り
、
地
域
へ
の
所
属
感
も

強
ま
る
。 

四 

児
童
の
元
気
・
笑
顔
が
ゴ
ー
ル 

①
児
童
主
体
の
教
育
活
動
。
児
童
が

自
ら
課
題
を
乗
り
越
え
て
、
達
成

感
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
授

業
改
善
。
児
童
に
問
い
か
け
、
自

ら
考
え
さ
せ
て
自
立
を
促
す
コ

ー
チ
ン
グ
の
手
法
を
取
り
入
れ

た
指
導
。
自
立
や
主
体
性
を
育
て

る
ル
ー
ル
メ
イ
キ
ン
グ
や
集
会

活
動
等
の
工
夫
。
こ
う
し
た
取
組

は
児
童
の
笑
顔
や
成
長
を
促
し
、

教
職
員
や
保
護
者
等
の
更
な
る

活
力
に
も
な
る
。 

②
外
遊
び
・
交
流
活
動
の
推
進
。
外

遊
び
の
推
奨
や
週
に
一
回
三
十

五
分
間
の
ロ
ン
グ
昼
休
み
設
定

で
教
職
員
と
の
交
流
。
縦
割
り
遊

び
で
の
異
学
年
交
流
や
給
食
で

の
交
流
活
動
を
行
う
。 

③
学
校
や
地
域
へ
の
愛
着
の
育
成
。

朝
会
で
校
章
の
由
来
や
地
域
か

ら
出
土
し
た
埴
輪
、
学
校
の
歴
史

や
地
域
行
事
の
紹
介
を
す
る
。
開

校
記
念
日
を
学
校
全
体
で
祝
う

な
ど
し
て
母
校
愛
、
ふ
る
さ
と
愛

を
育
て
る
。 

五 

ま
と
め 

現
今
の
学
校
教
育
に
は
、
多
種
多

様
な
変
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
活

力
あ
る
組
織
づ
く
り
に
は
、
短
期
・

中
長
期
的
課
題
を
精
査
し
、
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
な
視
点
を
持
っ
て
学
校
運

営
に
あ
た
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
る
。 

― 高橋 周一 校長 ― 

◇
小
学
校
教
育
の
諸
課
題 

研
究
発
表 

要
旨 
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◇
中
学
校
教
育
の
諸
課
題 

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を 

活
用
し
た
生
徒
の 

エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
の
育
成
」 

 

八
王
子
中
学
校 

校
長 
酒
井 

和
浩 

一 

現
状
と
課
題 

㈠
学
校
運
営
協
議
会 

小
・
中
学
校
合
同
で
「
あ
い
さ
つ

の
で
き
る
児
童
生
徒
の
育
成
」
を
目

指
す
な
か
、
子
ど
も
た
ち
の
現
状
か

ら
、
中
学
校
は
防
災
、
小
学
校
は
交

通
安
全
を
軸
に
、
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー

の
育
成
を
図
る
た
め
に
ど
う
し
た
ら

よ
い
か
が
話
題
と
な
っ
た
。 

㈡
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
要
望 

「
自
己
肯
定
感
」、「
自
主
性
」、「
地

域
貢
献
」
な
ど
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
熟

議
の
中
か
ら
見
い
だ
さ
れ
た
。ま
た
、

防
災
へ
の
若
い
人
材
の
活
躍
を
願
う

地
域
の
姿
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。 

二 

取
組
の
方
向
性 

㈠
学
校
運
営
協
議
会
の
方
針 

 

熟
議
の
内
容
を
も
と
に
、
中
学
校

で
は
生
徒
に
身
に
付
け
さ
せ
た
い
力

を
「
主
体
的
に
考
え
判
断
す
る
」「
根

拠
に
基
づ
き
、
公
正
に
判
断
し
主
張

す
る
」
と
し
た
。
さ
ら
に
、
九
年
間

を
通
し
た
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
育
成
ビ

ジ
ョ
ン
を
作
成
し
、
小
・
中
学
校
、

家
庭
・
地
域
で
共
通
理
解
を
図
っ
た
。 

㈡
生
徒
の
現
状
と
意
識
付
け 

 

子
ど
も
た
ち
は
日
々
の
学
習
や
部

活
動
等
忙
し
い
た
め
、
先
ず
既
存
の

取
組
で
あ
る
「
あ
い
さ
つ
運
動
」
や

「
緑
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
等
の
取
組

を
生
か
し
、
自
ら
進
ん
で
地
域
貢
献

で
き
る
手
段
を
探
っ
た
。
生
徒
と
地

域
が
「
顔
見
知
り
」
に
な
り
、
安
心

し
て
活
動
で
き
る
環
境
作
り
か
ら
始

め
、
今
ま
で
以
上
に
地
域
と
の
連
携

を
図
る
こ
と
と
し
た
。 

三 

取
組
の
計
画 

㈠
取
組
の
流
れ 

 

市
教
委
か
ら
研
究
指
定
を
受
け
て

い
る
「
防
災
教
育
」
と
「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
」
の
研
究
成
果
を

生
か
し
た
地
域
連
携
を
柱
と
し
、
計

画
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
。 

㈡
学
校
に
お
け
る
取
組 

 

先
ず
、防
災
教
育
の
視
点
か
ら
は
、

地
域
で
起
こ
り
得
る
災
害
や
そ
の
対

応
に
つ
い
て
、
地
域
の
方
を
交
え
て

学
ん
だ
り
、
中
学
生
と
し
て
自
分
が

出
来
る
こ
と
を
考
え
、
避
難
訓
練
に

参
加
し
た
り
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

ま
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の

視
点
か
ら
は
、
家
庭
、
地
域
、
小
学

校
と
連
携
し
た
あ
い
さ
つ
運
動
や
緑

化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
を
通
し
、
地

域
の
一
員
と
し
て
人
間
関
係
が
構
築

で
き
る
よ
う
環
境
づ
く
り
を
進
め
た
。 

四 

地
域
連
携
に
お
け
る
取
組 

㈠
防
災
教
育
の
取
組 

 
地
域
の
避
難
訓
練
時
に
、
生
徒
が

受
付
を
行
っ
た
り
配
付
物
を
ま
と
め

た
り
避
難
所
の
運
営
側
と
し
て
参
加

し
た
り
、
地
域
の
方
を
講
師
と
し
て

招
き
、
家
庭
や
地
域
の
方
と
共
に
学

ん
だ
り
し
た
。 

㈡
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を 

生
か
し
た
取
組 

 

小
・
中
学
校
と
地
域
・
家
庭
合
同 

の
あ
い
さ
つ
運
動
、
地
域
行
事
に
生 

徒
が
運
営
側
と
し
て
参
加
、
合
唱
コ 

ン
ク
ー
ル
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
有
志
が
参
加
等 

顔
を
合
わ
せ
る
機
会
を
設
定
し
た
。 

五 

変
容 

一
歩
一
歩
で
は
あ
る
が
、
①
地
域

と
生
徒
の
風
通
し
が
良
く
な
っ
た
。

②
徐
々
に
自
分
の
行
動
に
自
信
を
持

つ
生
徒
が
増
え
て
き
た
。
③
生
徒
が

地
域
へ
の
関
心
を
持
ち
始
め
た
。
な

ど
の
変
容
が
見
ら
れ
た
。 

六 

今
後 

 

活
動
を
進
め
る
中
で
、
学
校
全
体

の
活
発
化
や
生
徒
の
人
間
的
な
成
長
、

多
方
面
か
ら
の「
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
」

の
育
成
な
ど
多
く
の
成
果
を
得
る
こ

と
が
で
き
た
。
今
後
も
、
学
校
が
地

域
と
の
調
整
役
と
し
て
機
能
し
、小
・

中
学
校
・
地
域
・
家
庭
が
Ｗ
ｉ
ｎ
・

Ｗ
ｉ
ｎ
の
関
係
と
な
る
よ
う
、
一
層

の
連
携
が
深
ま
る
よ
う
努
め
た
い
。 

― 酒井 和浩 校長 ― 
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◇
生
涯
学
習
上
の
諸
課
題 

「
南
三
陸
町
訪
問
支
援
と 

子
ど
も
食
堂
の
開
設
」 

  
 

さ
い
た
ま
市
退
職
校
長
会 

 
 
 
 
 
 
 
 

中
山 

時
次 

は
じ
め
に 

「
た
っ
た
一
人
し
か
い
な
い
自
分
を
、

た
っ
た
一
度
し
か
な
い
人
生
を
、
本

当
に
生
か
さ
な
か
っ
た
ら
、
人
間
、

生
ま
れ
て
き
た
甲
斐
が
な
い
じ
ゃ
な

い
か
。」（
山
本
有
三
「
路
傍
の
石
」

よ
り
） 

退
職
後
の
人
生
も
、
た
っ
た
一
度

の
人
生
だ
か
ら
出
会
い
を
大
切
に
有

意
義
な
人
生
を
送
り
た
い
と
い
う
思

い
か
ら
の
実
践
を
発
表
す
る
。 

一 

南
三
陸
町
訪
問
支
援 

 

若
い
こ
ろ
か
ら
先
輩
に
誘
わ
れ
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組
ん
で

き
た
。
そ
の
仲
間
た
ち
（
上
尾
、
桶

川
、
北
本
、
地
元
の
伊
奈
）
と
、
震

災
後
「
百
万
円
」
を
合
言
葉
に
募
金

活
動
に
取
り
組
ん
だ
。 

し
か
し
、
形
の
見
え
る
支
援
が
で

き
な
い
か
と
考
え
、
南
三
陸
町
で
支

援
活
動
を
続
け
て
い
る
方
を
講
演
会

に
招
き
話
を
聞
い
た
。「
と
に
か
く
一

度
見
に
来
て
」
の
声
を
受
け
、
二
〇

一
二
年
七
月
、
先
遣
十
一
名
で
現
地

に
入
り
、
い
ま
だ
悲
惨
な
状
況
を
目

の
当
た
り
に
し
て
、
す
ぐ
に
訪
問
支

援
を
開
始
し
た
。
そ
の
後
大
型
バ
ス

四
十
七
名
、
五
百
人
分
の
物
資
に
て

現
地
を
訪
問
。 

・
仮
設
団
地
で
の
炊
き
出
し
・
茶
話

会
・
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

・
石
巻
大
川
小
学
校
等
で
の
慰
霊 

・
南
三
陸
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の

寄
付 

等
の
活
動
を
展
開
し
た
。 

そ
こ
で
の
心
構
え
と
し
て
、 

・
被
災
者
に
ご
ま
か
し
や
偽
善
は
通

用
し
な
い
。
真
剣
勝
負
、
自
分
の

気
持
ち
を
優
先
し
な
い
。 

・
相
手
の
気
持
ち
を
理
解
し
何
を
言

わ
れ
て
も
根
気
強
く
話
を
聞
く
。 

・
が
ん
ば
れ
と
言
わ
な
い
、「
大
変
で

し
た
ね
、
お
体
は
い
か
が
で
す
か
、

心
配
な
こ
と
、
困
っ
て
い
る
こ
と

は
何
で
す
か
」
（
私
た
ち
は
忘
れ

な
い
～
一
緒
に
い
る
） 

 

現
地
で
の
様
々
な
体
験
談
を
お
聞

き
し
て
、
訪
問
当
初
の
諸
課
題
に
驚

き
、
訪
問
を
繰
り
返
す
中
で
い
ま
だ

に
数
多
く
の
課
題
が
残
さ
れ
、
新
た

な
問
題
が
生
じ
て
い
る
こ
と
に
気
づ

か
さ
れ
た
。 

 

十
三
年
間
二
十
五
回
の
訪
問
に
よ

り
、
被
災
者
と
の
絆
が
深
ま
り
、
被

災
者
が
私
た
ち
を
親
戚
同
様
に
思
っ

て
く
れ
る
こ
と
が
嬉
し
い
。
こ
れ
か

ら
も
訪
問
支
援
を
で
き
る
限
り
継
続

し
た
い
。 

こ
の
間
に
、
非
常
勤
講
師
を
し
て

い
た
埼
玉
大
学
の
学
生
た
ち
を
エ
ス

コ
ー
ト
し
て
大
川
小
学
校
で
の
慰
霊

を
実
施
し
た
。 

ま
た
、
能
登
半
島
地
震
が
起
き
た

直
後
に
は
、
家
族
と
仲
間
た
ち
で
上

尾
駅
に
立
ち
募
金
活
動
を
行
っ
た
。 

二 

子
ど
も
食
堂
の
開
設 

 

子
ど
も
の
貧
困
が
三

人
に
一
人
。
五
年
前
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
仲
間
と
何

と
か
で
き
な
い
か
考
え

た
結
果
、
子
ど
も
食
堂

を
開
設
す
る
こ
と
に
し
た
。
苦
労
し

た
が
、
皆
が
安
心
し
て
活
動
で
き
る

よ
う
に
と
、
二
年
か
け
て
、
二
〇
二

一
年
六
月
三
十
日
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を

設
立
し
た
。 

現
在
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
の
閉
鎖
に
よ
り
会
場
を
北
本
市
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
移
し
て
活
動
し

て
い
る
。 

弁
当
を
作
る
人
も
受
け
取
る
人
も

笑
顔
の
「
す
ま
い
る
食
堂
」「
微
力
で

は
あ
る
が
無
力
で
は
な
い
」「
出
来
る

こ
と
を
出
来
る
ま
で
」 

お
わ
り
に 

 

自
分
で
で
き
る
こ
と
を
と
心
が
け

て
き
た
が
、
や
は
り
仲
間
の
存
在
は

欠
か
せ
な
い
。
校
長
を
し
て
い
た
こ

と
で
頼
り
に
さ
れ
、
仲
間
を
広
げ
て

ゆ
く
過
程
で
そ
れ
が
役
に
立
っ
た
な

ら
「
さ
れ
ど
校
長
」
に
感
謝
。 

― 中山 時次 会員 ― 
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「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善の推進 

教育情報 さいたま市の教育  

 

 

 

 国の第４期教育振興基本計画において、２０４０年以降の社会に向けて、「主体性」「創造

性」「課題設定・解決能力」「チームワーク」などの資質・能力を備えた「持続可能な社会の創

り手」の育成が求められており、そのためには、子どもたちがエージェンシー（※１）を身に付

けることが重要です。そこで、自ら学び、考え、主体性を持って行動する力の育成を目指し、

日々の授業実践において、デジタル学習基盤を効果的に活用した「主体的・対話的で深い

学び」の実現に努めています。 

 令和６年度は、指導主事が全ての教師の授業を観察し指導・助言を行う「指導訪問」にお

いて、「学習者が主体的に学ぶ授業」の実現に向けたチャレンジを促したり、新たに指導訪

問後のフォローアップ体制を整えたりすることで、教師一人ひとりの実態に即した適切な指

導・助言を行えるようにしました。また、「学習者が主体的に学ぶ授業」という視点で、教師

が常に自身の授業を客観的に振り返り、授業改善に資することができる「学びの指標」（※

２）の本格的な運用を始め、全校調査を２回実施しました。各学校においては、その結果を

指導主事による指導と合わせて活用することで、授業改善や指導力の向上を図りました。 

 令和７年度は、「学習者が主体的に学ぶ授業」の一層の実現に向け、特に、答えのない課

題を解決するために不可欠となる「深い学びの実現を目指した探究的な学び」を推進して

います。具体として、既存の授業モデルである「さいたま市アクティブ・ラーニング型授業」

（授業者の視点）と、「学びのポイント（じ・し・ゃ・ク）」（※３）（学習者の視点）を統合し、授業

者と学習者の双方が、単元や題材など内容や時間のまとまりを見通しながら、習得、活用、

探究する学習の流れをデザインできるようにする「学びの探究コンパス」の策定を目指して

います。この取組により、資質・能力をはぐくむ深い学びの実現に向けた授業改善をより一

層推進していきます。 
 
※１ 「エージェンシー」とは、社会的な文脈の中で、変革を起こすために目標を設定し、振り返りながら

責任ある行動をとる能力のことをいいます。 

※２ 「学びの指標」とは、児童生徒による「学習者の視点」からのアンケートによる振り返りと、教員によ

る「授業者の視点」からの振り返りと

の往還による授業改善を図るための

指標です。 

※３ 「学びのポイント（じ・し・ゃ・ク）」とは、

学習者主体の学びを目指すために、

教師及び児童生徒が意識すべきポイ

ントをまとめたもので、「じぶんできめ

る（学習計画や学習方法の選択や決

定）「しこうする（考え方の習得や思考

ツールの活用）」「やってみる（（ICT等

を活用した考えの表現、社会に向けた

情報発信））を、「クラウド」を基盤とし

て行うことを目指します。 
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 〇

浦
和
班 

 
 
 

武
井 

 

悟 

 

さ
い
た
ま
市
浦
和
退
職
校
長
会
は
、

令
和
七
年
度
四
名
の
新
会
員
を
迎
え

百
九
十
名
で
ス
タ
ー
ト
。「
会
員
の
親

睦
と
福
祉
の
増
進
、
教
育
振
興
に
寄

与
、
現
職
校
長
へ
の
支
援
」
を
テ
ー

マ
に
活
動
を
進
め
ま
し
た
。 

◇
総
会
並
び
に
長
寿
祝
賀
会
・
新
会

員
歓
迎
会 

 
 ○

与
野
班 

 
 
 

山
岡 

康
幸 

さ
い
た
ま
市
与
野
班
退
職
校
長
会

は
、
桑
原
裕
通
会
長
を
中
心
と
し
て
、

十
二
名
の
役
員
が
承
認
さ
れ
全
四
十

五
名
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

一 

定
期
総
会
・
教
育
懇
談
会 

五
月
九
日
（
金
）
ブ
リ
ラ
ン
テ
武

蔵
野
を
会
場
に
、
令
和
六
年
度
の
事

業
報
告
や
決
算
・
監
査
報
告
、
ま
た
、

令
和
七
年
度
の
事
業
計
画
や
予
算

案
・
新
役
員
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま

し
た
。
総
会
後
は
、
同
会
場
一
階
の 

 

五
月
十
一
日
（
日
）
竹
居
教
育
長

を
お
迎
え
し
、
さ
い
た
ま
共
済
会
館

に
て
開
催
。
終
了
後
、
長
寿
祝
賀
会

（
喜
寿
・
米
寿
）
及
び
新
会
員
歓
迎

会
を
実
施
し
ま
し
た
。 

◇
一
日
研
修
会 

～
宇
宙
開
発
の
未
来
と
戦
後 

八
十
年
か
ら
辿
る
平
和
へ
の
旅
～ 

六
月
十
七
日
（
火
）
二
十
四
名
参

加
で
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
筑
波
宇
宙
開
発
セ

ン
タ
ー
と
阿
見
町
に
あ
る
予
科
練
平

和
祈
念
館
を
見
学
し
ま
し
た
。
最
新

科
学
と
未
来
へ
の
想
い
、
恒
久
平
和 

 

「
か
っ
ぽ
う
好
日
」
に
て
教
育
懇
談

会
が
開
催
さ
れ
、
今
年
度
の
結
束
を

誓
い
合
い
ま
し
た
。 

二 

研
修
会 

十
月
十
七
日
（
金
）
与
野
西
中
学

校
学
校
地
域
連
携
室
に
て
開
催
。 

社
会
保
険
労
務
士
、
行
政
書
士
、

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
士
の
ほ
か
に
多
彩

な
資
格
を
取
得
し
て
、
ま
た
、
高
座

名
「
参
遊
亭
廣
の
游
」
を
拝
し
て
い

る
廣
瀬
土
夫
氏
を
講
師
に
招
聘
し

「
成
年
後
見
制
度
と
相
続
・
遺
言
の 

へ
の
願
い
を
深
め
、
充
実
し
た
研
修 

会
に
な
り
ま
し
た
。 

◇
う
ら
わ
か
い
同
好
会
活
動 

ゴ
ル
フ
、
ハ
イ
キ
ン
グ
、
麻
雀
、

囲
碁
な
ど
八
つ
の
同
好
会
が
あ
り
ま

す
。
中
で
も
ゴ
ル
フ
同
好
会
は
、
年

二
回
「
親
善
ゴ
ル
フ
」
を
開
催
し
、

他
班
か
ら
も
多
く
の
参
加
者
を
迎
え

楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。 

◇
親
睦
旅
行 

 

～
ち
ょ
っ
と
近
場
の
ち
ょ
っ
と 

贅
沢
な
日
曜
日
～ 

 

十
一
月
三
十
日
（
日
）
富
士
東
京 

 

基
礎
を
学
ぶ
」
に
つ 

い
て
ご
講
演
を
い
た 

だ
き
ま
し
た
。 

講
演
に
先
立
ち
、
落
語
で
現
代
の

高
齢
化
社
会
を
取
り
巻
く
不
安
と
終

活
の
必
要
性
を
面
白
可
笑
し
く
話
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
題
で
は
、

漠
然
と
し
た
不
安
か
ら
脱
出
す
る
糸

口
と
し
て
、
生
前
準
備
と
相
続
の
流

れ
や
遺
言
書
な
ど
に
つ
い
て
、
法
律

用
語
を
分
か
り
易
く
解
説
し
て
い
た

だ
き
な
が
ら
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し 

美
術
館
で
西
洋
美
術
を
鑑
賞
し
、
豆

腐
料
理
に
舌
鼓
を
打
ち
、
み
か
ん
狩

り
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

◇
会
誌
「
も
く
せ
い
」
の
発
行 

 

三
年
に
一
度
の
発
行
で
、
今
年
度

は
第
十
六
号
に
な
り
ま
し
た
。
会
員

の
仕
事
、
趣
味
、
健
康
法
等
が
綴
ら

れ
充
実
し
た
内
容
と
な
り
ま
し
た
。 

◇
年
末
懇
親
会 

 

十
二
月
二
十
一
日
（
日
）
埼
玉
会

館
を
会
場
に
開
催
し
、
会
員
相
互
の

交
流
と
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。 

  

た
。
聴
者
の
私
た
ち
も
各
自
が
個
別

具
体
的
に
残
り
の
人
生
を
考
え
る
契

機
と
な
り
ま
し
た
。 

三 

現
職
・
退
職
校
長
教
育
懇
談
会 

 

十
二
月
十
二
日
（
金
）
ブ
リ
ラ
ン

テ
武
蔵
野
を
会
場
に
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
中
央
区
長
に
も
ご
臨
席
い
た

だ
き
、
現
職
の
校
長
先
生
方
か
ら
は
、

各
学
校
の
近
況
報
告
が
あ
り
、
私
た

ち
か
ら
は
現
在
の
生
活
状
況
等
が
話

さ
れ
、
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。 
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〇
大
宮
班 

 
 
 

松
井 

 

聡 
【
令
和
七
年
度
の
ス
タ
ー
ト
】 

〇
四
月
二
日
、
新
旧
理
事
会
開
催 

今
年
度
活
動
計
画
案
の
作
成
と
総
会

の
準
備
等 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇
五
月
十
七
日
、
大
宮
退
職
校
長
会

総
会
開
催 

本
年
度
会
員
数
二
百
三

名
（
五
月
現
在
） 

【
定
例
会
等
の
実
施
】 

〇
幹
事
会
・
理
事
会
（
各
四
回) 

〇
部
会
（
広
報
・
研
修
・
福
利
厚
生
）

（
各
二
回) 

〇
美
術
展
実
施
委
員
会
（
二
回
） 

【
広
報
活
動
】 

 

○
岩
槻
班 

 
 
 

吉
田 

哲
久 

さ
い
た
ま
市
岩
槻
班
退
職
校
長
会

は
、
四
月
十
九
日(

土)

、
料
亭
「
ほ

て
い
家
」
で
開
催
し
た
定
期
総
会
・

懇
親
会
を
皮
切
り
に
、
大
河
内
哲
二

新
会
長
の
下
、
新
会
員
一
名
を
迎
え

た
総
勢
四
十
七
名
に
て
今
年
度
の
事

業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。 

 

一 

講
演
会
「
岩
槻
の
人
形
」 

六
月
二
十
九
日(

日)

「
に
ぎ
わ
い

交
流
館
い
わ
つ
き
」
に
て
地
元
江
戸

木
目
込
み
人
形
の
伝
統
工
芸
士
を
講 

〇
「
会
員
だ
よ
り
」
第
六
十
四
、
六

十
五
号
の
発
行
。
Ｈ
Ｐ
の
更
新
。 

【
研
修
活
動
】 

〇
本
年
度
テ
ー
マ
「
児
童
・
生
徒
の

不
登
校
問
題
等
を
考
え
る
」。
年
々
増

加
す
る
不
登
校
児
童
生
徒
の
対
応
に

つ
い
て
、
本
市
の
取
組
を
学
ん
だ
。 

【
会
員
の
親
睦
を
深
め
る…

 

】 

〇
「
懇
親
会
」
の
実
施 

五
月
十
七
日
の
総
会
終
了
後
、「
懇
親

会
」
を
盛
大
に
開
催
し
た
。
美
酒
に

酔
い
、
新
入
会
員
も
含
め
て
互
い
の

近
況
を
語
り
合
っ
た
。
年
度
の
ス
タ

ー
ト
に
当
た
り
、
和
や
か
な
う
ち
に 

 

師
に
お
招
き
し
、
人
形
作
り
の
歴
史

や
伝
統
文
化
を
継
承
す
る
取
組
、
思

い
等
を
拝
聴
し
ま
し
た
。
地
域
に
生

き
る
氏
の
姿
か
ら
多
く
を
学
び
ま
し

た
。 

二 

干
支
の
木
目
込
み
人
形
作
り 

 

十
二
月
七
日(

日)

・
十
四
日(

日)

の
二
日
間
、
何
れ
も
岩
槻
本
丸
公
民

館
に
て
恒
例
の
木
目
込
み
人
形
作
り

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
四
年
目
を
迎

え
た
今
年
の
干
支
は
「
午
」。
今
回
も

素
敵
な
作
品
が
仕
上
が
り
ま
し
た
。 

会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
た
。 

〇
「
懇
親
旅
行
・
史
跡
巡
り
」 

十
月
十
日
、
東
京
浅
草
エ
リ
ア
で
「
懇

親
旅
行
」
を
実
施
。
穏
や
か
な
天
気

の
も
と
、
浅
草
下
町
界
隈
を
の
ん
び

り
と
巡
っ
た
。
昼
食
は
銀
座
で
豪

華
？
フ
レ
ン
チ
と
し
ゃ
れ
こ
ん
だ
。

ま
た
、
十
一
月
二
十
八
日
に
は
「
史

跡
巡
り
」
を
実
施
。
遷
喬
館
な
ど
岩

槻
藩
ゆ
か
り
の
地
を
散
策
。
岩
槻
の

歴
史
あ
る
神
社
・
仏
閣
な
ど
に
つ
い

て
、
新
た
な
発
見
を
す
る
こ
と
が
で 

き
た
。 

 

※
講
演
会
と
人
形
作
り
に
は
、
今
年

度
も
他
班
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

三 

日
帰
り
研
修
旅
行 

十
月
九
日(

木)

参
加
者
十
九
名
で

栃
木
県
「
大
谷
資
料
館
・
ろ
ま
ん
ち

っ
く
村
・
宇
都
宮
美
術
館
」
を
巡
り

ま
し
た
。
旧
交
を
温
め
、
見
聞
を
広

め
る
楽
し
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。 

四 

現
退
職
校
長
教
育
推
進
協
議
会 

 

二
月
七
日(

土)
岩
槻
本
町
公
民
館 

【
第
二
十
六
回
美
術
展
の
開
催
】 

〇
十
一
月
十
日
か
ら
一
週
間
、
恒
例 

の
美
術
展
を
開
催
し
た
。
絵
画
・
書
・

写
真
・
工
芸
等
、
二
十
七
名
の
会
員

か
ら
六
十
四
点
の
力
作
が
寄
せ
ら
れ

た
。
一
週
間
の
来
場
者
数
は
延
べ
七

百
三
十
七
人
。「
素
晴
ら
し
い
作
品
揃

い
で
大
変
癒
さ
れ
ま
す
」「
先
生
方
の

歩
ま
れ
た
人
生
の
豊
か
さ
を
感
じ
ま

す
」「
来
年
も
楽
し
み
」
な
ど
、
今
年

も
多
く
の
皆
様
か
ら
好
評
を
頂
い
た
。

芸
術
の
秋
に
相
応
し
い
、
充
実
の
美

術
展
と
な
っ
た
。 

  

に
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
協
議
会
終
了

後
は
、
近
く
の
料
亭
「
鮒
又
」
に
て

懇
親
会
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

五 

そ
の
他 

対
外
連
携
事
業
で
区
内
小
中
学
校
、

関
係
機
関
に
配
付
し
た
「
学
校
・
地

域
を
支
援
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
一
覧
」

を
活
用
し
て
の
授
業
支
援
、
児
童
セ

ン
タ
ー
で
の
講
座
等
に
よ
る
連
携
の

充
実
化
、
本
会
グ
ル
ー
プLINE

作
成

に
よ
る
連
絡
体
制
の
効
率
化
・
経
費

削
減
等
も
図
ら
れ
て
い
ま
す
。 
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―
 

私
の
一
言 ―

 

 

な
せ
ば
成
る 

 
 
 
 
 
 
 
 

紺
野 

達
郎 

  

私
の
好
き
な
歴
史
上
の
偉
人
に
上

杉
鷹
山
公
が
い
る
。 

以
前
、
山
形
県
の
米
沢
に
行
っ
て
、

そ
の
足
跡
を
調
べ
た
こ
と
が
あ
る
。

江
戸
時
代
中
期
、
鷹
山
公
は
わ
ず
か

十
七
歳
で
、
借
財
が
二
十
万
両
あ
る

米
沢
藩
十
五
万
石
第
九
代
藩
主
に
現

宮
崎
県
の
高
鍋
藩
か
ら
養
子
に
入
る
。

上
杉
謙
信
公
か
ら
な
る
名
家
ゆ
え
の

古
い
し
き
た
り
な
ど
も
あ
り
、
様
々

な
反
対
を
さ
れ
な
が
ら
、
倹
約
や
開

墾
な
ど
、
苦
労
と
努
力
を
重
ね
て
改

革
を
成
功
さ
せ
、
藩
を
立
て
直
す
。
そ

の
後
は
、
三
十
五
歳
の
若
さ
で
隠
居

し
て
、
家
督
を
前
藩
主
の
実
子
に
譲

っ
て
い
る
。
そ
の
決
断
力
・
計
画
性
・

行
動
力
・
潔
さ
に
感
銘
を
受
け
た
。 

鷹
山
公
は
次
期
藩
主
や
家
臣
の
心

得
と
し
て
伝
え
た
「
伝
国
の
辞
」
と
と

も
に
、
教
訓
と
し
て
「
な
せ
ば
成
る 

な
さ
ね
ば
成
ら
ぬ
何
事
も 

成
ら
ぬ

は
人
の
な
さ
ぬ
な
り
け
り
」
と
い
う

歌
を
残
し
て
い
る
。
こ
の
歌
を
私
は

自
分
の
戒
め
に
し
て
い
る
。
意
味
は

「
人
が
何
か
を
為
し
遂
げ
よ
う
と
い

う
意
思
を
持
っ
て
行
動
す
れ
ば
、
何

事
も
達
成
に
向
か
う
の
で
あ
る
。
何

も
行
動
を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
良
い
結

果
に
は
結
び
つ
か
な
い
。
結
果
が
得

ら
れ
な
い
の
は
、
人
が
為
し
遂
げ
る

意
思
を
持
っ
て
行
動
し
な
い
か
ら

だ
。」
で
あ
る
。 

 

私
は
、
こ
の
言
葉
を
「
努
力
を
し
て

も
必
ず
成
功
す
る
と
は
限
ら
な
い
。

し
か
し
、
努
力
を
し
な
か
っ
た
ら
物

事
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

だ
か
ら
努
力
す
る
こ
と
が
大
切
な
の

だ
」
と
置
き
換
え
て
、
解
釈
し
て
い
る
。 

た
だ
、
常
々
こ
の
よ
う
で
あ
り
た

い
と
は
思
っ
て
き
た
が
、
で
き
な
い

こ
と
ば
か
り
だ
っ
た
。
反
省
す
る
こ

と
ば
か
り
で
あ
る
。 

一 

人 

旅 

 
 
 
 
 
 
 
 

上
原 

善
一 

  

今
、
自
分
の
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い

る
楽
し
み
は
「
一
人
旅
」
で
あ
る
。
決

し
て
遠
く
へ
行
く
わ
け
で
は
な
い
一

泊
程
度
の
一
人
旅
で
あ
る
。
安
い
宿

を
見
つ
け
楽
し
ん
で
い
る
。
私
は
温

泉
が
好
き
で
必
ず
温
泉
地
を
選
ん
で

い
る
。
一
人
旅
の
魅
力
は
何
と
い
っ

て
も
全
て
を
自
分
で
選
択
で
き
て
、

ど
ん
な
ル
ー
ト
を
選
ぼ
う
が
何
を
食

べ
よ
う
が
自
由
な
の
で
あ
る
。 

私
の
趣
味
は
写
真
撮
影
で
あ
る
。

写
真
を
撮
っ
て
い
る
と
き
は
、
同
じ

場
所
で
何
枚
も
設
定
を
変
え
て
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
る
。
ま
た
ち
ょ
っ
と

戻
っ
て
ま
た
撮
り
た
い
と
思
う
時
が

あ
る
。
そ
ん
な
時
は
誰
に
も
遠
慮
な

く
好
き
な
だ
け
時
間
を
使
え
る
こ
と

が
醍
醐
味
で
あ
る
。
写
真
の
テ
ー
マ

は
「
苔
」
で
あ
る
。
苔
の
撮
影
は
ど
う

し
て
も
山
の
中
に
入
っ
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
場
所
に
よ
っ
て
は
一
時
間

以
上
重
い
機
材
を
持
っ
て
山
を
歩
か

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
気
に
入
っ
た

場
所
で
は
機
材
を
セ
ッ
ト
し
撮
影
し

て
片
づ
け
、
ま
た
、
重
い
機
材
を
背
負

っ
て
歩
き
続
け
る
こ
と
の
繰
り
返
し

で
あ
る
。
こ
ん
な
こ
と
は
一
人
で
な

け
れ
ば
で
き
な
い
が
、
想
像
以
上
に

く
た
く
た
に
な
る
。
山
歩
き
で
疲
れ

た
体
を
癒
す
の
は
や
は
り
温
泉
で
あ

る
。
そ
ん
な
一
人
旅
で
の
お
す
す
め

は
群
馬
県
草
津
町
の
草
津
温
泉
と
群

馬
県
中
之
条
町
に
あ
る
「
チ
ャ
ツ
ボ

ミ
ゴ
ケ
」、
も
う
一
つ
は
、
栃
木
県
日

光
市
の
鬼
怒
川
温
泉
と
栃
木
県
塩
谷

町
に
あ
る
「
尚
仁
沢
湧
水
」
の
セ
ッ
ト

で
あ
る
。
一
人
旅
を
通
し
て
ま
だ
行

っ
た
こ
と
が
な
い
場
所
を
訪
ね
地
元

の
お
い
し
い
食
べ
物
を
味
わ
い
、
名

湯
に
つ
か
り
、
趣
味
の
写
真
撮
影
を

続
け
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
体
力
づ

く
り
と
今
ま
で
以
上
に

健
康
に
気
を
つ
け
楽
し

み
た
い
と
思
う
。 

 

 

 

談 

話 

室 
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下
山
の
道
の
り 柴

﨑 

信
光 

 

月
日
に
関
守
な
し
。
退
職
し
て
十

八
年
、
晩
成
も
せ
ず
永
ら
え
て
き
た
。

振
り
返
る
と
「
節
目
に
友
あ
り
、
曲
が

り
角
に
師
あ
り
」
だ
。
本
当
に
よ
き
出

会
い
に
恵
ま
れ
た
。 

か
つ
て
、
あ
る
先
輩
か
ら
「
七
十
五

を
過
ぎ
る
と
体
の
節
々
が
痛
く
な
り
、

八
十
を
過
ぎ
る
と
物
忘
れ
が
激
し
く

な
る
」
と
言
わ
れ
た
が
、
今
、
そ
れ
を

実
感
し
て
い
る
。
医
者
通
い
が
多
く

な
っ
た
。
か
か
り
つ
け
医
に
は
「
塩
分

控
え
め
、
適
度
な
運
動
を
」
と
い
つ
も

指
導
を
受
け
て
い
る
。 

そ
ん
な
中
で
の
楽
し
み
は
、
新
幹

線
で
行
く
名
所
旧
跡
巡
り
だ
。 

四
国
巡
り
で
小
豆
島
ま
で
足
を
延

ば
し
た
と
き
不
思
議
な
体
験
を
し
た
。

「
二
十
四
の
瞳
」
の
映
画
村
で
の
こ

と
だ
っ
た
。
映
画
の
セ
ッ
ト
が
そ
の

ま
ま
残
っ
て
お
り
、
昭
和
に
タ
イ
ム

ス
リ
ッ
プ
し
た
よ
う
だ
っ
た
。
校
舎

は
も
ち
ろ
ん
古
び
た
木
造
校
舎
だ
。

廊
下
か
ら
教
室
を
の
ぞ
く
と
、
黒
い

黒
板
、
教
壇
、
教
卓
、
十
二
個
の
机
と

椅
子
が
あ
っ
た
。
教
室
の
中
に
入
る

と
老
婦
人
が
「
あ
ら
あ
ら
、
椅
子
出
し

っ
ぱ
な
し
で
・
・
」
と
言
い
な
が
ら
、

机
の
下
に
丁
寧
に
椅
子
を
入
れ
て
い

た
。
思
わ
ず
目
が
い
っ
た
。
振
る
舞
い

か
ら
き
っ
と
す
て
き
な
先
生
だ
っ
た

ん
だ
ろ
う
な
と
思
っ
た
。
教
壇
に
立

つ
と
教
卓
の
上
に
古
い
名
簿
が
置
い

て
あ
っ
た
。
そ
れ
を
開
く
と
急
に
昭

和
四
十
五
年
、
教
師
に
な
っ
て
初
め

て
受
け
持
っ
た
三
年
四
組
の
子
ど
も

た
ち
の
名
前
が
浮
か
ん
で
き
た
。
ど

ん
ど
ん
出
て
き
た
。
何
か
と
て
も
不

思
議
な
感
じ
に
な
っ
た
。 

 
 二

十
四
の
瞳
が
我
を
射
す
ご
と
し 

赤
裸
赤
裸
に
心
開
け
ば 

 

青
年
教
師
だ
っ
た
頃
の
熱
き
思
い

が
甦
っ
て
き
た
。
こ
れ
ぞ
旅
の
恵
み

か
も
し
れ
な
い
。 

下
山
の
道
の
り
に
は
、
ど
こ
か
ら

と
も
な
く
老
い
と
健
康
の
問
題
が
現

れ
て
く
る
。
人
生
百
年
時
代
、
老
い
を

自
覚
し
な
が
ら
も
悠
々
と
豊
か
な
時

間
を
深
め
て
い
き
た
い
と
思
う
。 

 
 

私
の
家
族
史 

 
 
 
 
 
 
 
 

丸
橋 

酉
重 

 
 

 

親
兄
弟
の
中
で
、
私
だ
け
が
戦
争

を
経
験
し
て
い
ま
せ
ん
。 

 

父
は
日
清
終
戦
翌
年
の
明
治
二
十

九
年
に
、
母
は
日
露
終
戦
の
年
の
明

治
三
十
八
年
に
生
ま
れ
ま
し
た
。 

 

長
兄
は
大
正
十
五
年
、
次
兄
は
昭

和
三
年
に
生
ま
れ
ま
し
た
。 

 

昭
和
十
七
年
と
十
八
年
に
十
六
、

七
歳
の
少
年
通
信
兵
と
し
て
志
願
し
、

太
平
洋
戦
争
に
従
軍
し
ま
し
た
。 

 

終
戦
の
年
は
、
長
姉
は
国
民
学
校

高
等
科
二
年
、
三
兄
は
初
等
科
五
年
、

次
姉
は
三
年
、
四
兄
は
一
年
で
し
た
。 

 

戦
中
は
、
空
襲
警
報
と
同
時
に
消

灯
。
全
員
が
墓
場
に
隠
れ
ま
し
た
。 

 

我
が
家
史
は
明
治
二
十
九
年
か
ら

昭
和
二
十
年
ま
で
、
四
十
九
年
間
で

す
。 

 
約
五
十
年
の
間
に
、
日
本
は
日
清
、

日
露
、
第
一
次
、
第
二
次
大
戦
と
、
対

外
戦
争
を
四
回
も
経
験
し
ま
し
た
。 

 

昭
和
二
十
年
八
月
、
終
戦
の
数
日

後
に
、
私
は
生
ま
れ
ま
し
た
。 

 

秋
に
、
次
兄
が
戦
地
か
ら
無
事
に

帰
郷
し
た
時
、
次
姉
が
嬰
児
を
抱
い

て
歩
い
て
い
る
の
を
見
ま
し
た
。 

 

ど
こ
の
家
の
子
な
の
か
、
と
兄
。 

 

私
達
の
弟
だ
よ
、
と
姉
。 

 

兄
と
私
の
初
対
面
で
し
た
。 

 

終
戦
直
後
は
、
農
家
で
も
、
小
麦
な

ど
の
食
料
に
不
足
し
ま
し
た
。 

 

母
は
乳
飲
み
子
の
私
を
お
ぶ
っ
て

買
い
出
し
に
行
き
ま
し
た
。 

 

子
供
が
多
か
っ
た
父
母
は
食
料
の

確
保
に
苦
労
し
た
と
聞
き
ま
し
た
。 

 

去
年
の
終
戦
記
念
日
に
、
三
兄
に

会
い
、
戦
中
の
様
子
を
聞
き
ま
し
た
。 

 

兄
は
突
然
目
頭
を
押
さ
え
ま
し
た
。 

「
お
っ
母
さ
ん
が
な
ぁ
。
お
前
を
お

ぶ
っ
て
な
ぁ
。」 

 

買
い
出
し
に
行
く
母
の
後
姿
を
思

い
出
し
て
込
上
げ
た
よ
う
で
し
た
。 

 

戦
後
八
十
年
と
い
う
長
期
間
に
、

日
本
国
民
は
戦
争
を
し
て
い
ま
せ
ん
。

日
本
人
の
戦
死
者
は
い
ま
せ
ん
。 

「
自
由
の
子
」、「
民
主
の
民
」 

 

戦
後
の
校
歌
は
こ
の
理
想
を
掲
げ

て
い
ま
す
。
私
は
こ
の
教
育
を
受
け

た
こ
と
を
誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す
。 
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青
森
紀
行 

野
澤 

 

髙 

 

昨
年
八
月
三
十
一
日
・
九
月
一
日

の
二
日
間
、
青
森
を
代
表
す
る
お
祭

り
「
弘
前
ね
ぷ
た
」
と
「
青
森
ね
ぶ
た
」

を
見
学
し
た
。 

初
日
は
「
弘
前
ね
ぷ
た
」。
幸
い
ね

ぷ
た
の
ス
タ
ー
ト
地
点
の
席
が
取
れ

た
の
で
来
賓
紹
介
も
見
ら
れ
た
。
紹

介
さ
れ
た
来
賓
は
「
ヤ
ー
ヤ
ド
ー
」
と

大
声
で
不
思
議
な
返
事
を
返
す
。 

い
よ
い
よ
「
ね
ぷ
た
」
の
登
場
。
直

径
十
ｍ
は
あ
ろ
う
か
と
い
う
厚
切
り

の
蒲
鉾
型
の
左
右
の
平
面
に
勇
壮
な

武
者
絵
が
描
か
れ
て
い
る
。
て
っ
ぺ

ん
に
は
数
人
の
男
性
が
乗
っ
て
い
て
、

電
線
に
架
か
る
と
上
部
を
パ
タ
パ
タ

と
左
右
に
折
る
。
ま
た
ね
ぷ
た
全
体

も
上
げ
下
げ
で
き
る
。
驚
き
の
か
ら

く
り
だ
。
後
ろ
に
は
笛
太
鼓
の
お
囃

子
連
が
続
き
、
そ
の
後
に
件
の
「
ヤ
ー

ヤ
ド
ー
」
の
掛
け
声
と
共
に
連
の
人

た
ち
が
続
く
。
自
治
会
、
幼
稚
園
、
自

衛
隊
な
ど
様
々
連
の
人
た
ち
が
自
分

達
の
大
ね
ぷ
た
を
先
頭
に
延
々
と
続

く
。
各
連
共
に
メ
イ
ン
ね
ぷ
た
の
他

に
趣
向
を
凝
ら
し
た
小
ぶ
り
な
ね
ぷ

た
を
幾
つ
も
引
い
て
行
く
。
予
想
以

上
に
実
に
壮
大
で
大
掛
か
り
な
祭
だ

っ
た
。 

翌
日
は
「
青
森
ね
ぶ
た
」。
ス
タ
ー

ト
ゴ
ー
ル
の
中
間
位
に
陣
取
っ
た
。 

青
森
の
「
ね
ぶ
た
」
は
立
佞
武
多

（
た
ち
ね
ぶ
た
）」
と
呼
ば
れ
、
武
者

や
妖
怪
大
蛇
な
ど
が
完
全
に
立
体
に

組
み
立
て
ら
れ
、
鮮
や
か
な
彩
色
と

相
俟
っ
て
迫
力
満
点
。
製
作
に
は
一

年
を
要
す
る
と
い
う
。
大
き
な
も
の

は
十
ｍ
四
方
の
台
車
に
載
せ
ら
れ
、

お
囃
子
連
、
連
の
人
た
ち
が
続
く
の

は
弘
前
と
変
わ
ら
な
い
。
掛
け
声
は

「
ラ
ッ
セ
ラ
ッ
セ
ラ
ッ
セ
ラ
ー
」。
た

だ
跳
人
（
は
ね
と
）
と
呼
ば
れ
る
踊
り

手
が
沢
山
見
ら
れ
る
か
と
期
待
し
て

い
た
が
、
来
る
ま
で
に
疲
れ
た
の
か

少
し
し
か
見
ら
れ
な
か
っ
た
の
が
残

念
だ
っ
た
。
ね
ぶ
た
は
時
々
向
き
を

変
え
て
観
客
に
向
か
っ
て
突
っ
込
ん

で
来
る
の
で
そ
の
度
に
歓
声
が
上
が

る
。 「

ね
ぷ
た
」
と
「
ね
ぶ
た
」。
地
域

の
伝
統
を
愛
し
大
切
守
り
続
け
る
弘

前
青
森
の
方
た
ち
の
熱
い
思
い
に
触

れ
た
二
日
間
だ
っ
た
。 

 
  

大
人
の
遠
足 

栁 
 

紳 

一 

 
 

 

昨
年
の
秋
、
軽
井
沢
の
離
山(

は
な

れ
や
ま)

に
登
っ
た
。
浅
間
山
が
初
冠

雪
し
た
朝
で
紅
葉
に
白
く
化
粧
し
た

姿
は
美
し
か
っ
た
。 

 

学
生
時
代
の
山
の
サ
ー
ク
ル
の
同

期
と
「
大
人
の
遠
足
」
と
称
し
て
、
低

山
を
歩
い
て
い
る
。 

山
を
降
り
る
と
、
温
泉
付
き
の
自

炊
宿
に
向
か
う
。
途
中
、
食
材
の
調
達

に
地
元
の
ス
ー
パ
ー
に
寄
る
。
そ
の

日
の
献
立
は
、
も
つ
煮
だ
。
学
生
時
代

の
テ
ン
ト
生
活
を
思
い
出
す
。
適
当

な
役
割
分
担
で
こ
と
が
進
ん
で
い
く

の
が
心
地
よ
い
。 

自
分
達
で
作
っ
た
料
理
で
、
夜
の

更
け
る
ま
で
、
酒
を
酌
み
交
わ
す
。
古

希
を
迎
え
た
五
十
年
前
の
若
者
達
は
、

元
気
で
あ
る
。 

リ
タ
イ
ヤ
し
て
十
年
が
経
ち
、
社

会
が
大
き
く
変
わ
っ
た
気
が
す
る
。

コ
ロ
ナ
禍
は
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
、
リ

モ
ー
ト
授
業
、
飲
み
会
ま
で
が
リ
モ

ー
ト
で
行
わ
れ
た
。
我
々
も
時
世
に

合
わ
せ
て
リ
モ
ー
ト
飲
み
会
を
し
た
。

遠
隔
地
の
友
と
気
軽
に
つ
な
が
り
、

近
況
を
伝
え
合
っ
た
り
、
思
い
出
話

に
花
を
咲
か
せ
た
り
そ
れ
な
り
に
楽

し
い
時
間
だ
っ
た
が
、
何
か
足
り
な

か
っ
た
。
見
る
聞
く
話
す
は
で
き
て

も
ぬ
く
も
り
や
匂
い
が
な
い
。
昭
和

の
人
間
に
は
今
一
つ
馴
染
め
な
か
っ

た
。
人
と
人
と
が
直
接
触
れ
合
い
、
一

緒
に
何
か
を
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を

知
っ
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
。 

そ
ん
な
中
で
、
大
人
の
遠
足
は
、
始

ま
っ
た
。
気
の
置
け
な
い
友
と
飾
ら

な
い
自
分
が
出
せ
る
こ
の
時
間
が
私

に
と
っ
て
穏
や
か
な
時
間
に
な
っ
て

い
る
。 

現
在
、
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
活

動
し
て
い
る
。
様
々
な
悩
み
を
抱
え

て
い
る
方
と
相
談
に
乗
る
機
会
も
多

い
。
限
ら
れ
た
時
間
で
解
決
の
方
向

性
を
見
出
す
の
は
た
や
す
い
こ
と
で

な
い
。
だ
が
、
相
談
者
が
、
少
し
で
も

穏
や
か
で
温
か
な
気
持
ち
に
な
っ
て

く
れ
た
ら
、
と
考
え
て
い
る
こ
の
頃

で
あ
る
。 
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晴
耕
雨
読
の
日
々 

八
木
澤
龍
馬 

 
 

今
日
は
、
雨
が
降
っ
て
い
る
の
で
、

原
稿
を
書
く
時
間
で
き
た
。普
段
は
、

曜
日
に
関
わ
ら
ず
、
農
作
業
に
明
け

暮
れ
て
。
趣
味
や
娯
楽
は
、
ほ
ぼ
雨

の
日
に
限
ら
れ
て
い
る
。
そ
ん
な
晴

耕
雨
読
の
日
々
を
楽
し
ん
で
い
る
。 

定
年
退
職
後
四
年
で
公
務
を
退

き
、
父
親
か
ら
農
地
を
継
い
だ
妻
と

共
に
、
農
業
に
従
事
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
ジ
ャ
ー
ジ
や
ス
ー
ツ
を
脱
い

で
か
ら
、
も
う
す
ぐ
二
年
。
農
家
の

お
や
じ
に
、
ず
い
ぶ
ん
な
じ
ん
で
き

た
と
思
う
。 

最
近
、「
学
校
を
辞
め
て
、
何
を
し

て
い
る
の
か
」と
、よ
く
訊
か
れ
る
。

「
田
ん
ぼ
を
相
続
し
た
妻
と
一
緒
に
、

米
を
作
っ
て
い
る
」
と
答
え
る
と
、

「
い
い
ね
え
、
悠
々
自
適
だ
ね
」
と

返
っ
て
く
る
こ
と
が
あ
る
。 

朝
夕
の
渋
滞
や
混
ん
だ
電
車
と

は
無
縁
と
な
っ
た
。日
の
出
が
始
業
、

日
没
と
と
も
に
終
業
で
あ
る
。
梅
雨

の
頃
、
田
に
水
が
入
る
と
、
晴
れ
た

夕
方
は
夕
日
が
映
る
。
稲
が
丈
を
伸

ば
す
夏
、田
は
緑
に
染
ま
る
。秋
は
、

黄
金
色
の
穂
が
風
に
そ
よ
ぐ
。
四
季

折
々
の
景
色
を
楽
し
む
毎
日
は
、

悠
々
自
適
か
も
し
れ
な
い
が
、正
直
、

そ
の
境
地
に
は
、
ま
だ
達
し
て
い
な

い
。 地

球
温
暖
化
と
い
わ
れ
る
昨
今
、

こ
の
風
景
を
保
つ
に
は
、
猛
暑
、
少

雨
、
虫
害
、
雑
草
へ
の
対
応
は
必
須

で
あ
る
。
経
営
が
破
綻
す
る
ほ
ど
安

か
っ
た
米
価
が
一
転
、
ち
ょ
っ
と
一

息
つ
い
た
が
、
今
年
は
ど
う
な
る
の

だ
ろ
う
。
自
然
環
境
や
社
会
情
勢
の

変
化
は
予
測
が
難
し
く
、
苦
労
で
あ

る
。
近
隣
で
は
、
米
作
り
を
や
め
る

人
が
増
え
、田
畑
の
荒
廃
が
進
ん
だ
。 

苦
労
は
あ
る
が
、
農
業
を
続
け
れ

ば
、
ふ
る
里
の
景
観
を
保
全
し
、
世

の
中
に
食
の
提
供
が
で
き
る
と
考
え

る
。
悠
々
自
適
に
は
至
ら
ず
と
も
、

晴
耕
雨
読
の
日
々
が
社
会
の
役
に
立

つ
の
な
ら
、
頑
張
っ
て
み
よ
う
と
思

う
。 追

記
。
今
回
、
思
い
を
述
べ
る
機

会
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
旧
知
の
方
々
、
こ
れ
か
ら

出
会
う
皆
様
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。 

上 寿 

満１００歳 
清水  宏（大宮） 

米 寿 

満８８歳 

山岡 義昭（浦和） 原田 光三（大宮） 澁川 侶章（大宮） 

浅香  敬（大宮） 河田 捷一（大宮） 福原 健治（岩槻）     

傘 寿 

満８０歳 

橘  克彦（浦和） 橋本  進（浦和） 大澤 敬司（浦和） 

飯田 一恵（浦和） 小池 誠一（浦和） 増田  徹（浦和）   

小森 俊秀（浦和） 佐藤 邦彦（大宮） 安野 進一（大宮） 

丸橋 酉重（大宮） 澤邉 和彦（大宮） 渡辺 信男（岩槻） 

佐藤 憲克（岩槻） 

会報第４３号をお届けします。今号は、現職・退職校長教育推進研究協議会の特集です。ご発

表をいただきました諸先生方をはじめ、ご協力いただきました皆様に、改めて御礼申し上げま

す。今回も、多くの皆様方から貴重な玉稿をお寄せいただきありがとうございました。 

余寒厳しき折、皆様どうぞご自愛ください。         （広報担当幹事 豊島 登） 

 

慶祝 ご長寿者〔令和７年度〕（敬称略） 
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